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４.施工歩掛

（１） 107-020-01 立木切倒し・枝払い切揃え、立木集積

１）歩掛

施工単価コード DX090600

表4.1 立木切倒し・枝払い切揃え、立木集積歩掛 （１００本当り）

名 称 規 格 単 位 数 量

土木一般世話役 人 １.３×Ｋ

特 殊 作 業 員 〃 １.６×Ｋ

普 通 作 業 員 〃 ０.６×Ｋ

バックホウ運転 標準型・超低騒音型
排出ガス対策型（2011年規制） ｈ １４×Ｋ

［掴み装置付］ 山積０.５ｍ3（平積０.４ｍ3）

諸 雑 費 率 ％ ９

補助機械費率 〃 １１０

注）１．諸雑費はチェーンソーの運転経費及び切創防止用保護衣の費用等であり、労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を計上する。

２．本歩掛は、立木の再利用等の有無にかかわらず適用出来る。

３．施工単位「本」とは、立木の本数である。

４．Ｋは補正係数であり、次項２）補正係数による。

５．補助機械費率は、高所作業車又はクレーン等の運転費であり、架空線や住宅、既存構造物等に近

接して伐採を行う場合又は斜面での伐採の場合に計上するものとし、機械経費の合計額に上表の

率を乗じた金額を計上する。

２）補正係数

Ｋ＝Ｋ1×Ｋ2×Ｋ3（Ｋは小数３位四捨五入）とする。

１．樹径が２０ｃｍ以上の場合は、Ｋ1＝２.３とする。それ以外はＫ1＝１.０とする。

２．現場内の伐採数量合計が１００本未満の場合は、Ｋ2＝１１.６×(伐採数量合計)－０.５３（小数３位

四捨五入）とする。それ以外はＫ2＝１.０とする。

３．架空線や住宅、既存構造物等に近接して伐採を行う場合又は斜面での伐採の場合は、Ｋ3＝２.１とす

る。それ以外はＫ3＝１.０とする。

３）留意事項

１．樹径は、胸高直径とする。なお、当初設計において樹径が不明である場合は、当初設計においては樹

径２０ｃｍ未満として扱い、設計変更にて精算すること。また、樹径２０ｃｍ未満の木と、樹径２０

ｃｍ以上の木で数量を分けることとする。

２．現場内とは、点在１現場をいう。伐採数量合計とは、現場内の樹径４ｃｍ以上の伐木の全数である。

３．「近接して伐採を行う場合」とは、架空線については樹木の枝葉に接する所がある場合とし、住宅や

既設構造物については、樹木が倒れたり、すべり落ちた場合に当該構造物に影響を及ぼす恐れがある

所がある場合とし、現場内全体で判断する。

４．「斜面での伐採の場合」とは、概ね１５度（約１：３.８）より急な箇所が、現場内の伐採箇所の概ね

半分以上を占める場合とし、現場内全体で判断する。
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（２） 107-020-02 立木積込

施工単価コード DX090700

表4.2 立木積込歩掛 （１０ｔ当り）

名 称 規 格 単 位 数 量

土木一般世話役 人 ０.４５

バックホウ運転 標準型・超低騒音型
排出ガス対策型（2011年規制） ｈ １.５３

［掴み装置付］ 山積０.５ｍ3（平積０.４ｍ3）

（３） 107-020-03 立木、伐開物、抜根物等運搬

施工単価コード DX090800

立木、伐開物、抜根物等の運搬の歩掛は、次表とする。

表4.3 ダンプトラック運搬歩掛 （１０ｔ当り）

運搬機種・規格 ダンプトラック １０ｔ積級

９.５ ２０.０ ３１.５ ４４.０ ５０.０ ５７.５ ７２.５ ８９.０ １０７ １２０
運搬距離（ｋｍ)

以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下 以下

運搬歩掛（ｈ) ４.５ ６.５ ８.７ １１.１ １２.２ １３.７ １６.５ １９.７ ２３.１ ２５.６

注）１．運転距離は片道であり、往路と復路が異なる場合は、平均値とする。

２．自動車専用道路を利用する場合には、別途考慮する。

３．運搬距離が１２０ｋｍを越える場合は、別途積み上げとする。

４．土砂の付着した草・根を含む。

ただし、すき取り後、できる限り分別作業を行なったものとする。

５．運搬路の適用区分については、「102-410-04 すき取り土運搬」による。

５．単 価 表

表5.1 立木切倒し・枝払い切揃え、立木集積１００本当り単価表

名 称 規 格 単 位 数 量 摘 要

土木一般世話役 人 表4.1

特 殊 作 業 員 〃 〃

普 通 作 業 員 〃 〃

バックホウ運転 標準型・超低騒音型
排出ガス対策型（2011年規制） ｈ 〃

［掴み装置付］ 山積０.５ｍ3（平積０.４ｍ3）

諸 雑 費 式 １ 〃

補 助 機 械 費 〃 １ 〃

計
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表5.2 立木積込１０ｔ当り単価表

名 称 規 格 単 位 数 量 摘 要

土木一般世話役 人 表4.2

バックホウ運転 標準型・超低騒音型
排出ガス対策型（2011年規制） ｈ 〃

［掴み装置付］ 山積０.５ｍ3（平積０.４ｍ3）

計

表5.3 立木、伐開物、抜根物等運搬１０ｔ当り単価表

名 称 規 格 単 位 数 量 摘 要

ダンプトラック運転 １０ｔ積級 ｈ 表4.3

計

６．機械運転単価表

バックホウ 施工単価コード DX022400

ダンプトラック 施工単価コード DX023000

名 称 規 格 摘 要 単 価 表 指 定 事 項

機械損料1→バック
ホウ（標準型・超低
騒音型・排出ガス対

バ ッ ク ホ ウ 標準型・超低騒音型 「108機械工による」 策型（2011年規制）
［掴み装置付］ 排出ガス対策型（2011年規制） 山積0.5m3（平積0.4

山積０.５ｍ3(平積０.４ｍ3) m3））
機械損料2→掴み装
置（開口幅1,700～
2,000mm 爪幅400～7
50mm）
※運転労務、燃料消
費量算定に当たって
はバックホウを使用

ダ ン プ ト ラ ッ ク １０ｔ積級 「108機械工による」

107-030 事業損失防止施設費

事業損失防止施設費の積算は、現場条件を的確に把握し、必要額を適正に積上げるものとする。
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